
 
 
 
 
 
 
 

 
縮景園における「大福茶会」の開催について

おおぶく

  
若水を汲んでお茶を点て、一年の無病息災を祈る新春恒例のお茶会を開催します。 

つきましては、県民の皆様等への広報に御協力くださいますようお願いします。 

 
 
１　日　時　　令和７年１月19日（日）　10時～15時（受付終了） 
 
２　場　所　　縮景園　清風館（広島市中区上幟町２-11） 

 

３　主　催　　広島県縮景園、上田宗箇流直 心 会 
じきしんかい

 
４　茶券代　　1,300円（入園料別） 
 
５　内容 

　　　「大服茶」とも書く「大福茶」は、文字どおりお茶をたっぷり飲んで福を呼ぼうと願うもので、起源は 
だいふくちゃ だいふくちゃ

平安時代中期の僧「空也」ゆかりの「皇服茶」です。六波羅密寺の寺伝によると、平安時代に都が疫 病
くうや こうふくちゃ ろ くは ら みつ じ えきびょう

にみまわれた際、病 床 にあった村上天皇も空也上 人が献じたお茶で平癒し、これより「皇服茶」と呼
びょうしょう くうやしょうにん へいゆ こうふくちゃ

ばれるようになり、時代が変わっていく中で庶民に広まり、「大福茶」と転じていったといわれています。 
おおぶくちゃ

　　上田宗箇流直心会による凛々しいお点前も見ごたえがあります。 
 
６　参考画像 
　　 

資 料 提 供 

令和７年１月16日 

所 　 属　縮景園 
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